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金橋鋁材集團
KAM KIU ALUMINIUM GROUP

住所：香港給九龍尖沙咀東部科学館1号康宏プラザ北の座1817室

Add:Rm17, 18/F, Concordia Plaza, 1 Science Museum Road, 
       Tsimshatsui  East,  Kowloon, Hong Kong
電話番号

ファックス

メールボックス

金橋鋁材集団有限公司

Kam Kiu Aluminium Products Group Ltd.

住所：中国広東省台山市大江鎮 石橋工業区

Add:Daj iang County,  Taishan City,  Guangdong, China
郵便番号

電話番号

ファックス

台山市金橋型鋁材場有限公司

Taishan City Kam Kiu Aluminium Extrusion Co.,Ltd.

産  Production Base:

Y19-a-03j



会社の概要
Company Profile

システム認証
Certification

生産フロー
Process

     金橋材集団は1983年に設立され、 現在の社員数

は2300人あまりで、 主には1ー7シリーズの各アルミ

合金形材の生産をし、 金型の設計と製造、合金の鋳造、

形材の押し出し、 表面処理と深い処理を一式に扱うプ

ロフェショナルな企業です。 現在には30本の正方向と

4本の逆方向の押し出しラインがあり、 550USTから

6180USTまで、 2台のエアスライド鋳造システムが

あります。 製品にはハイスペックな電子商品、自動車、

軌道交通、船舶、産業応用と建築などの分野のアルミ

材を幅広く扱っています。

     金橋材集団は複数の国際認証に合格し、中には

ISO9001品質管理体系認証、 IATF16949自動車部品

品質管理認証、 DNVノルウェー船級協会認証、 BVフ

ランス船級社認証、 CCS中国船級認証、 ISO14001

環境保護品質体系の認証、 OHSAS18001職業健康安全

管理体系認証などに合格となっております。

ISO9001:2015IATF16949:2016

OHSAS18001:2007ISO14001:2015GB/T24001:2016アルミ棒材の鋳造 （Remelting）

— 超 音 波 ア ル ミ 棒 欠 陥 検 出 器

— オ ン ラ イ ン 塩 素 除 去 、  パ イ プ フ ィ ル タ ー

形 材 押 し 出 し （Extrusion Process）金 橋 に は 3 4 台 の 押 し 出 し 機 が あ り 、 し か も ア ル ミ 棒 工 業 周 波 誘 導 加

熱 炉 、  オ ン ラ イ ン 焼 入 れ 水 冷 シ ス テ ム 、  焼 鈍 炉 な ど の 設 備 を 配 置 し

て い ま す 。  年 間 生 産 量 は 1 4 万 ト ン ま で 達 し ま す 。

表 面 処 理 （Surface Treatment）金 橋 に は 複 数 の 陽 極 酸 化 生 産 ラ イ ン が あ り 、  8 . 5 メ ー ト ル ま で の 酸

化 着 色 及 び 研 磨 形 材 が 生 産 で き ま す 。  同 時 に 複 数 の 粉 末 ス プ レ ー 塗

装 及 び ス プ レ ー 塗 装 生 産 ラ イ ン が あ り ま す 。 精 密 加 工 （Precision Processing）

金 橋 で は 三 軸 か ら 五 軸 の C N C 精 密 加 工 設 備 が 配 置 さ れ 、  取 引 先 に 高

品 質 な ワ ン サ イ ト の サ ー ビ ス を 提 供 し て お り ま す 。  分 析 测 试 中 心 （Testing Centre）

安 定 で 持 続 可 能 な 品 質 を 確 保 し 、  取 引 先 の 様 々 な 需 要 に 満 足 で き る よ う

に 、  金 橋 に は 完 備 な 検 査 シ ス テ ム を 一 式 揃 っ て い ま す 。



製品の紹介（自動車の部品）

Product introduction (Auto Parts)

ライナー&ホルダー
Bushing & Bracket

押し出し棒材（鍛造専用）
Extruded Rod (For Forging)

バンパー及びエネルギー吸収装置
Bumper with Crash Box

縦ビーム
Longitudinal Beam 

サブフレーム
Sub-Frame

ステアリングコラム
Steering Column

シートレール
Seat Tracks

電気自動車、電池トレー
Battery Tray

電気自動車　インバー
Electric Inverter

電気自動車　モーター
Electric Motor

ラゲージラック
Roof Rack

サンルーフスライドレール
Panoramic Sunroof Rails

ダッシュボードスケルトン
Dashboard Frame





研究開発センター
R&D Department

第三者総合テスト能力

研究開発センターの材料テスト能力

Prototype Shop & Lab Identified Equipment

汽车轻量化自動車の軽量化でエネルギーの消耗を有効的に節約できて、 有害物質の排出も控えて、 
環境にやさしいものです。

金橋は独自で研究開発センターを設立し、 積極的にアルミ合金が自動車軽量化の材料として持続的

に発展することに力を尽くします。

開発課題には：

强度、靱性、耐疲労性、溶接性能の高い新型アルミ合金の開発

　　　　横断面の複雑なアルミ形材の設計、 シミュレーションと生産

　　　　熱処理工程は接続性能、衝突性能への影響

　　　　接続固定はアセンブリ性能への影響

　　　　アルミ合金自動車部品（ステアリングシステム、サブフレーム、 電池トレーと

          車体シャーシー）

　　　　高強度なアミル形材パイプ材；

　　　　衝撃に強い総合部品；

　　　　成形工程（MIG\FSW\液圧成形

         成型工艺（MIG\FSW\液压胀型）

確定装置の専属店と実験室：
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自動車部品工場
Auto Parts Production Plant

金橋鋁材集団は5P49年にて⤀

立

    

    自動車部品
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